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第１章 学校施設の長寿命化計画の背景・目的等         

１．背景と目的 

国の取り組み                                   

        ― 

門真市の取り組み                                 

門真市においても高度経済成長と急激な人口増加を背景に、昭和 40（1965）年代から 50 

（1975）年代にかけて大量に建設された公共施設等が老朽化により一斉に更新の時期を迎 

え、適切な維持管理手法の具体化、更新費用等の増加に伴う財源の捻出が課題となってお 

ります。 

こうした状況を踏まえて、公共施設等の現状と課題を整理し、長期的な視点をもって、施 

設総量や管理等に関する考え方をまとめた「門真市公共施設等総合管理計画」を平成 28年 

12 月に策定しました。 

門真市の学校施設の現状                              

        ― 
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設総量や管理等に関する考え方をまとめた「門真市公共施設等総合管理計画」を平成 28 
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       ― 
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※脇田小学校・砂子小学校については統合し令和６年４月に新小学校開校予定。 
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５．学校施設の配置状況 

本市における学校再編は、昭和58（1983）年度には小学校17施設、中学校７施設とな 

りましたが、平成17（2005）年度に南小学校と水島小学校を砂子小学校に、平成19（2007） 

年度には中央小学校と浜町小学校を浜町中央小学校に、平成24（2012）年度には北小学校 

を浜町中央小学校に統合し門真みらい小学校に、同年に第一中学校と第六中学校を統合 

し、門真はすはな中学校が開校しました。これらの統廃合の結果、小学校14施設、中 

学校６施設となっております。 

小学校・中学校の全20施設は避難所に指定されており、全て耐震補強工事を実施済で 

あり、一部の施設で大規模改修工事を実施済であります。 

 

５．学校施設の配置状況 

本市における学校再編は、昭和 58（1983）年度には小学校 17 施設、中学校７施設とな 

りましたが、平成 17（2005）年度に南小学校と水島小学校を砂子小学校に、平成 19（2007） 

年度には中央小学校と浜町小学校を浜町中央小学校に、平成 24（2012）年度には北小学校 

を浜町中央小学校に統合し門真みらい小学校に、同年に第一中学校と第六中学校を統合 

し、門真はすはな中学校が開校しました。これらの統廃合の結果、小学校 14 施設、中 

学校６施設となっております。 

今後の学校再編としましては、令和６（2024）年度に脇田小学校と砂子小学校を統合し 

新小学校に、令和８（2026）年度に新小学校（旧脇田小学校と旧砂子小学校）と第四中学 

校を統合し、新校舎等を建設し本市初の義務教育学校を開校する予定としております。 

また、四宮小学校と北巣本小学校を統合し新小学校を令和 11（2029）年度の開校を目 



標に令和５年度より建替や改修等の検討、事業手法の検討を行ってまいります。 

小学校・中学校の全 20 施設は避難所に指定されており、全て耐震補強工事を実施済で 

あり、一部の施設で大規模改修工事を実施済であります。 

 

  

 

 


